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【解答】3 

TDMAは Time Division Multiple Access の略で、Timeつまり時間を区切って複数の局と通信する方式です。

したがって、各地球局の通信時間が互いに重なり合わないよう、ガードタイムを設けて混信を防止します。 
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【解答】4 

アナログ信号をデジタル化するときに現れる標本化定理は、「入力信号が持つ最高周波数の 2 倍以上の周波数で

サンプリングしないと、デジタル化された信号から元のアナログ信号を復元することができない」というもので

す。したがって、Aの選択肢は「含まない」B の選択肢は「2f0」となります。 

標本化間隔は、サンプリング周波数の逆数ですから、Cの選択肢は「短い」になります。 

なお、「入力信号が持つ最高周波数の 2 倍以上のサンプリング周波数」をナイキスト周波数と呼んだり、その周

波数の逆数を「ナイキスト間隔」と呼ぶことがあります。 
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【解答】3 

右側の 5本の抵抗は、「2Ωと 16Ωの中点」と「4Ωと 32Ωの中点」に 3Ωが接続された、ブリッジ型回路になっ

ています。1 陸特の試験問題ではブリッジが平衡している場合が殆どなので、平衡条件を確認します。すると 2

×32＝4×16 なので、このブリッジ回路は平衡しており、中点の 3Ωは撤去しても短絡しても回路の挙動は変わ

らないことが分かります。したがってこれを撤去してみると、「『2Ωと 16Ωの直列』と『4Ωと 32Ωの直列』の

並列」であることが分かるので、この部分の合成抵抗は（18×36）÷（18＋36）＝12Ωとなり、上下の 9Ω×2

を足すと、回路全体では「R1と 30Ωの並列」であること分かります。 

以上から、並列抵抗の計算式より、 

1

12
=

1

30
+

1

𝑅1
 

を解いて 20Ωと求まります。 

 

※解きやすい考え方のヒント※ 

 

回路全体では「R1と 30Ωの並列」であることが分かった時点で解答の選択肢を見ます。もし選択肢 4 の 24Ωだ

とすれば、R1の右にある抵抗 7 本の合計抵抗値が 24Ωの時に回路全体の抵抗値が 12Ωになります。しかし、実

際の R1の右にある抵抗 7本の合計抵抗値は（24Ωより少し大きい）30Ωですから、「それなら R1は 24Ωより少

し小さい値だろうな？」と察しがつきます。そこで 3の選択肢の 20Ωを代入して「和分の積」の式に入れると、

（20×30）÷（20＋30）＝12Ωとなり、これが正解だとわかります。 
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【解答】3 

このような回路は、RC（や RL）の直列部分のインピーダンスを求め、次いで回路に流れる電流を求め、最後に

オームの法則から電圧＝電流×抵抗で値を求めます。 

C のリアクタンスは、 

X =
1

2𝜋𝑓𝐶
 

で求められるので、値を入れると、 

X =
1

2𝜋 × 50 ×
1250
𝜋 × 10−6

=
1

125000 × 10−6
=

1

125000 × 10−6
=

1

0.125
= 8 

となり、8Ωと求まります。RC や RLの直列合成インピーダンスは「2 乗和の√」なので、 

𝑍 = √62 + 82 = √100 = 10 

から 10Ωと求まります。したがって回路に流れる電流は 100［V］÷10［Ω］＝10［A］ですから、抵抗の両端

の電圧は 10［A］×6［Ω］＝60［V］です。 

 

※解きやすい考え方のヒント※ 

 

「2乗和の√」を計算するために電卓を使用することができないため、「3：4：5」の直角三角形を使うのが試験

の定番です。Rが 6Ωということから、おそらくC は 8Ωで「6：8：10」だろう、と察しがつきます。これより

100［V］÷10［Ω］＝10［A］で、恐らく 60Vだろうなと予想が付きます。 
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【解答】1 

波動が進む速度を v、周波数を f、波長をλとすると、ｆ＝v/λという関係が成立するので、v＝fλです。 

v をε0 とμ0で表すと、 

𝑣 =
1

√𝜀0𝜇0
 

の関係があります。 

自由空間の固有インピーダンスは、E/Hです。 

 

※解きやすい考え方のヒント※ 

 

選択肢 A は比較的容易に分かったと思います。ここで選択肢 1・3・5に絞られます。 

選択肢 C は、「抵抗＝電圧÷電流」より、選択肢 1・3 まで絞られます。 

選択肢 B については、知らないと答えられないのは仕方ありませんが、選択肢 1・3 に絞られた段階であとは

50％の確率…。 
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【解答】1 

PLL は、位相比較器に入る 2つの信号周波数が常に等しくなる状態で安定するように動作させます。 

まず水晶発振器が 10MHｚ、固定分周器 1 が 1/5 ということから、位相比較器に左から入る信号は 2ＭＨｚで

す。つまり、「電圧制御発振器の出力を、固定分周器 2と可変分周器で分周した結果が 2ＭＨｚ」になればいいの

で、2×38×2＝152［ＭＨｚ］です。 
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【解答】5 

同軸ケーブルの特性インピーダンスＺを求める計算式は非常に難しいのですが、1 陸特で出題される場合はこの

式を覚えておけばＯＫです。 
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【解答】2 

「必ず原点を通る」が誤りで、「必ず原点を通らない」ために包絡線の変動が緩やかになります。 
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【解答】4 

ＣＤＭＡは、伝送したい信号を周波数拡散させることで、「広い周波数に情報を拡散させて、広く薄くして伝送」

するものです。したがって「はるかに狭い」は「はるかに広い」の誤りです。 
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【解答】2 

3ｄB＝2 倍より、6ｄB は 2×2＝4倍です。 

Te＝To（4－1）であり、To については周囲温度が 17℃なので絶対温度では 273＋17＝290［K］であることか

ら、 

 

Te＝290×3＝870［K］ 

 

と求まります。  
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【解答】4 

OFDM は、高速大容量のデジタル伝送データを、大量の低速なデータに分割して並列伝送する方式です。した

がって、単一キャリアのみを用いて送る方式に比べると伝送シンボルの継続時間（伝送時間）が長くでき、遅延

波の影響が軽減できます。（信号継続時間が長いということは、複数の伝搬経路が存在することによるパルス遅

延の影響が相対的に小さくなる） 

ガードインターバルは、「インターバル」というくらいなので空き時間を意味します。時間的に連なる伝送データ

（シンボル）の間にガードインターバルを挟むことで、時間的に遅れて届く遅延波との混信を避けることが期待

できます。 

以上より、選択肢B は「範囲内」選択肢 C は「シンボル間干渉」です。 
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【解答】2 

ARQ は、データ誤りを再送する方式です。したがって、データ誤りが発生した場合には余計な伝送時間が発生

します。 

FEC は、データ誤りを再送せず、本来伝送すべきデータと一緒に送信された誤り訂正信号により、受信側で検出

されたデータ誤りを受信側の演算で可能な限り訂正する方式です。 

AGC は、Auto Gain Control の略で、強弱ある受信信号を増幅する回路の増幅率を自動的に調整し、強い電波

も弱い電波もほぼ一定の大きさにして音声などとして出力するための回路です。 

AFC は、Auto Frequency Control の略で、温度変化などで周波数が変動した場合に、それを修正して常に一

定の信号周波数を保つための回路です。 
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【解答】1 

2…UHFではなく、12GHｚや 14ＧＨｚなどのＳＨＦ帯周波数を用います。 

3…VSAT システムは、人工衛星にアンテナを常に向けて使用する必要があるため、急激に進行方向が変わらな

い船舶などに搭載して使用することはできますが、車両に搭載して走行中に運用するのは無理があります。 

4…パラボラ系のアンテナが用いられます。 
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【解答】４ 

非再生中継方式は、送られてきた電波を再生、つまりおおもとの信号を取り出すまではせず、周波数を変換して

増幅した後で再度周波数を戻して送信するものです。 

無給電中継方式は、反射板で電波の向きや角度を変える方式です。 

再生中継方式は、おおもとの信号を取り出して波形整形してから再度変調するため、波形ひずみ等が累積されま

せん。 
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【解答】３ 

1…アンテナの高さを高くすると、それだけ遠くまで電波が飛ぶので正しいです。 

2…アンテナの利得が高くなると、それだけ遠くまで電波が飛ぶので正しいです。 

3…パルス繰り返し周波数を高くすると、伝搬に時間がかかる、遠くの物標からの反射信号が、次の送信信号の

中に埋もれてしまい検出することができなくなってしまいます。したがって誤りです。 

4…送信電力を大きくすると、それだけ遠くまで電波が飛ぶので正しいです。 

5…受信機の感度を良くすると、遠くの物標からの弱い反射信号も受信できるようになるので正しいです。 
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【解答】２ 

パルスレーダーは送信と受信を繰り返していますので、時間的に直ぐに戻ってくる近くの物標からの反射波が送

信中に戻ってきてしまうと、その信号は検出することができません。したがって、「0.9μs の送信中に反射波が

戻ってきてしまう距離」が最小探知距離です。これを計算すると、0.9×10-6×3×108＝270 となるのですが、こ

れは物標までの往復距離なので、答えは半分の 135m です。 
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【解答】１ 

アンテナは、一方向に鋭く電波を出すほどエネルギーが集中でき利得が大きくなります。これは、アンテナの物

理的な大きさと電波の波長の倍数におおむね比例します。つまり、アンテナが大きいほど、そして波長が短いほ

ど利得が大きくなります。 

 

1…電力半値幅は、アンテナから電波が出ていく角度の値なので、小さいほど高利得です。したがって、直径 D

には比例しますが、波長には反比例します。 

2…上記の説明のとおり、正しいです。 

3…平面波は、鋭く飛んでいく電波です。それに対して球面波は、球面のように丸く広がっていく電波です。 

4、5…正しいです。 
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【解答】2 

S=λではなく、λ/2 程度にします。 
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【解答】５ 

電圧反射係数は、選択肢４にあるように、伝送線路を前進していく電圧に対し、反射して戻ってきてしまった後

進電圧の割合を表した値です。したがって、整合していて反射が無ければ係数は 0となります。完全不整合によ

り全部が反射して戻ってきた場合、係数は 1 となります。 
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【解答】4 

これは暗記問題です。等価地球半径係数 K が 1 の場合は選択肢 3 の式、K が 4/3 の場合は選択肢 4 の式を用い

ます。 
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【解答】3 

与えられた公式に代入して計算するだけです。 

d の単位はメートルなので、d=8000［m］ 

波長の値は、λ＝c/f より、（3×108）÷（7.5×109）＝0.04［m］より、 

Γ0 = (
4𝜋 × 8000

0.04
)
2

= 𝜋2 (
8000

0.01
)
2

= 10 × 8000002 = 6.4 × 1012 

となるので、この真数を dB 値に直したものが答えです。 

2 倍が 3dB、4 倍が 6dB、8 倍が 9dB ですから、6.4 倍は 6dB 以上 9dB 未満であることが分かります。また、

1012は 120dB ですから、126dB 以上 129dB 未満が正解となり、128dB であろうということが求まります。 
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【解答】5 

サイリスタは、PNPN 構造でアノード・カソード・ゲートの 3 つの電極を持った素子です。自己保持作用により、

導通と非導通の 2つの安定状態を持つスイッチング素子です。 
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【解答】5 

スペクトラムアナライザ（スペクトルアナライザ）は、信号入力を RF 減衰器でレベル調整し、掃引発振器によ

って制御された局部発振器からの信号と混合した後フィルタを通し、中間周波増幅後検波して、その信号を掃引

発振器の信号を横軸、検波出力を縦軸として描くという基本的な構造を持っています。 
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【解答】1 

まず選択肢 A ですが、これは「被測定系（送受信装置）」とあり、また変調器に入力する信号であることから、

搬送波発振器であることが分かります。B は、測定系の信号発生回路なので、クロックパルス発生回路です。 

測定系のパルスパターン発生器で作った疑似伝送データそのものと、送受信系を介して戻ってきた疑似伝送デー

タは、選択肢 Cの誤りパルス検出器によって比較され、パルス誤りを計数器でカウントします。 


